
砂

-

f

:・
l
・

;
t
‘
i
f
--

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
あ
に
活
用
す
る
事
業
を
、
大
阪
と
い
う
こ
と
を
提
寒
す
る
の
い
と
考
え
て
い
る
。
一
方
、

のへ

p
-
t
「
ド

=
Z
5
=割』
L
還
を
量
生
、

産

用

静

静

艶

野

勝

翻

酷

批

寵

盛

恒

箇

操

擢

髄

細
管

る
。
会
員
は
、
不
動
産
コ
ン
翌
大
学
、
堺
市
、
大
阪
市
が
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
地
域
社
会
に
我
々
が
不
動
産

習
器
謹
閤
艶
酷
寵
額
轟
輯
踊
留
盟
覇
臨
蝿
藍
配
閉
症
酷
勘
藍
思
駿
事
露
恕
蹟
サ
ル
テ
イ
ン
グ
以
外
に
も
宅
な
ど
と
共

γ寺
寵
し
て
い
る
。
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ι
必
ず
何
か
の
専
門
研
究
集
団
と
し
て
貢

ミ

隷

大
阪
府
不
動
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
協
会

時
十
倍
間
十
謀
罪
ム
口
町
三
討
桜
山
間
尽
軒
詠
立
お
じ
討
議
郡

昔
r

公
認
不
動
産
コ
ン
サ
ル
デ
通
省
や
地
方
自
治
体
な
ど
と
信
託
会
社
と
な
っ
た
会
社
も
分
野
の
専
門
資
格
と
実
務
経
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
た
。
千
地
を
売
却
す
る
方
が
い
い
と
携
わ
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

ご

.一
ィ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
の
専
門
集
連
携
し
た
受
託
事
業
の
展
開
あ
る

b

事
業
活
動
で
は
、
外
部
験
を
持
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
里
ニ
ュ
l
タ
ウ
ン
を
大
き
な
い
う
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
す
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た

室

一
団
か
ら
な
る
大
阪
府
不
動
産
や
信
託
研
究
な
ど
の
活
動
に
団
体
等
が
実
施
し
て
い
る
登
外
部
の
専
門
家
と
の
ネ
ッ
ト
ひ
と
つ
の
事
例
と
し
て
、
地
る
場
合
も
あ
り
、
コ
ジ
サ
ル
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
が

.
一
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
協
会
は
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
同
年
録
実
務
講
習
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ワ
l
ク
も
活
用
し
て
事
撲
を
域
の
方
に
地
域
に
お
け
る
問
テ
イ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
す
研
修
等
を
通
じ
て
コ
ン
サ
ル

一
例
年
に
設
立
さ
れ
、
本
年
で
度
に
は
国
受
省
の
型
事
家
管
ど
に
講
師
を
派
遣
し
、
講
習
行
っ
て
い
く
。
受
託
研
業
以
題
点
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
υ
べ
て
の
可
能
性
を
助
重
る
。
能
力
の
研
鏑
に
努
め
て
い

一
却
周
年
を
迎
え
る
。

4
月
か
理
ヒ
ジ
ネ
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
や
酪
演
予
房
符
っ
て
い
る
。
降
も
、
宮
吉
家
利
活
用
プ
ロ
た
。
そ
の
中
で
、
建
物
の
一
部
き
、
情
報
発
信
を
で
き
る
よ

一
ら

は

一

般

社

団

法

人

と

な

成

支

援

諜

務

を

行

っ

た

。

ジ

ェ

ク

ト

チ

1
ム
を
協
会
内
分
一
だ
ゆ
を
貸
す
「
パ
l
シ
ヤ
|
l
西
宮
市
で
行
っ
た
空
き
う
な
箆
麿
レ
て
い
ま
元
い
。

一
り
、
会
員
整
1
0
0名
を

t

ー
こ
れ
ま
で
の
受
託
事
業
に
設
け
、
地
域
連
警
動
や
ル
鍾
ぎ
と
い
議
案
を
レ
、
家
刺
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
不
動
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

一
超
え
て
い
る
。
会
員
は
、
不

1
1
協
会
に
お
い
て
の
研
究
等
の
実
績
に
つ
い
て
。
研
鞭
謡
崩
房
継
続
し
て
い
る
。
不
治
混
軍
務
に
も
堅
用
レ
た
。
つ
い
て
。
グ
に
は
多
く
の
眼
組
が
あ
り
、

一
動
産
に
閲
す
る
専
門
的
な
知
会
や
研
修
会
に
つ
い
て

。

国

交

省

の

受

託

事

業

は

、

現

在

に

お

い

て

、

宮

審

議

ま

ず

調

査

か

ら

始

め

た

我

々

が

そ

の

研

究

を

レ

統

帥

一
識
を
活
用
し
、
そ
の
有
効
活
協
会
に
は
日
の
部
会
が
あ

ω年
が
最
初
で
、
そ
の
後
、
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

ω年
|
|空
き
家
利
活
用
に
向
け
が
、
自
治
会
長
が
現
場
に
同
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。
相

一
用
や
取
得
物
件
に
つ
い
て
の
り
、
そ
の
う
ち
雲
の
活
動
ほ
ぼ
毎
年
、
事
業
を
行
っ
て

・度
に
行
っ
た
「
木
動
産
の
流
た
事
業
の
取
り
組
み
は
。
行
レ
情
報
の
提
供
を
受
防
る
続
や
有
効
活
用
な
ど
の
テ
l

一
査
定
・
採
算
な
ど
不
動
産
に
の
中
心
を
、教
育
・研
究
と
事
い
る
。
協
会
が
主
体
と
な
っ
動
化
・
証
券
化
に
関
す
る
実
日
年
度
に
行
っ
た
国
交
省
な
ど
自
治
会
の
協
力
に
あ
マ
は
勿
論
、
今
後
は
不
動
産

一
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
企
画
業
系
の
4
部
会
が
担
当
す
て
行
う
事
業
や
昨
年
の
よ
う
施
課
程
検
証
等
事
業
(
不
動
の
受
託
事
業
で
あ
る
空
き
家
り
、
空
き
家
調
査
が
非
常
に
リ
ス
ク
の
認
識
と
リ
ス
ク
に

一
立
案
業
務
等
を
担
っ
て
お
る
。
教
育
・研
究
で
は
会
員
向
に
全
国
不
動
産
コ
ン
サ
ル
テ
産
信
託
)
」
で
は
寝
屋
川
市
管
理
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
ス
ム
ー
ズ
で
き
た
。
日
年
度
対
す
る
適
切
な
対
応
が
ま
す

一り
、
協
会
は
、
月
例
研
修
会
け
の
研
修
会
を
毎
月
1
回
開
・
ィ
ン
グ
協
会
な
ど
の
他
団
体
で
不
動
産
信
託
を
活
用
し
た
の
作
成
支
援
業
務
を
行
つ
は
調
査
結
果
を
ま
と
め
、
報
ま
す
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

一
や
専
門
分
野
別
研
究
会
な
ど
催
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
専

古

民

家

再

詑

事

撲

を

た

。

空

き

家

を

解

消

す

る

こ

告

書

を

作

成

し

た

。

コ

ン

サ

ル

事

例

や

器

訟

は

、

一
を
通
U
て
会
員
の
コ
ン
サ
ル
門
分
野
別
グ
ル
ー
プ

研

究

会

取

り

組

ん

だ

。

そ

の

と

は

ビ

ジ

ネ

ス

に

も

役

立

.

m年
前
か
ら
格
段
に
進
歩
レ

一
テ
ィ
ン
グ
技
能
の
向
上
に
努
と
し
て
叩
i
白

人

ほ

ど

の

少

後

、

ニ

ュ

l
タ
ウ
ン
ち
、
流

通

さ

せ

よ

う

と

す

る

て

い

る

が

、

個

人

資

産

に

占

一

め

て

い

る

。

ま

た

、

国

土

交

人

数

で

グ

ル

ー

プ

を

つ

く

に

も

空

き

家

問

題

が

場

合

に

は

売

却

と

賃

貸

が

考

め

る

不

動

産

の

型

原

約

3

り
、
毎
月
1
回

の

研

究

会

を

多

い

と

聞

き

、

千

里

え

ら

れ

る

。

そ

の

為

に

何

が

分

の

2
と
も
い
わ
れ
る
現
状

開

催

し

て

い

る

。

ま

た

、

研

ニ

ュ

l
タ

ウ

ン

と

泉

必

事

か

と

い

う

こ

と

に

つ

い

に

お

い

て

、

不

動

産

コ

ン

サ

究

会

に

は

そ

れ

ぞ

れ

の

帯

門

北

ニ

ュ

l
タ

ウ

ン

で

て

盤

理

レ

、

担

適

な

シ

ス

テ

ル

テ

イ

ン

グ

の

必

要

性

が

拡

分

野

が

あ

り

、

現

在

は

相

続

も

取

り

組

ん

だ

。

泉

ム

を

提

供

す

る

の

が

我

々

の

大

し

、

ω年
後
に
は
こ
れ
ま

問

題

研

究

会

、

ま

ち

づ

く

り

北

ニ

ュ

l
タ

ウ

ン

で

役

割

と

考

え

て

い

る

。

ま

た

、

で

以

上

の

ス

ピ

ー

ド

で

大

き

問

題

研

究

会

、

シ

ス

テ

ム

検

は

、

地

元

の

N
P
O
そ

れ

に

付

随

し

て

空

き

家

の

く

成

畏

し

て

い

る

司

能

性

は

証

研

究

会

、

建

築

研

究

会

の

が

空

き

家

を

借

上

相

続

や

活

用

の

た

め

の

コ

ン

高

い

。

そ

の

た

め

に

も

、

協

4
つ
の
研
究
会
が
あ
る
。
そ
・

げ

、

改

修

し

て

高

齢

サ

ル

テ

イ

ン

グ

が

必

要

に

な

会

が

本

当

に

頑

張

ら

な

け

れ

の

研

究

会

が

発

端

と

な

っ

単

身

者

や

子

育

て

世

る

こ

と

も

あ

る

。

ば

い

け

な

い

時

代

に

な

っ

て

て

、

近

畿

財

務

局

第

工

号

の

帯

の

シ

ヱ

ア

ハ

ウ

ス

建

物

を

ど

う

活

用

す

る

か

い

る

こ

と

を

痛

感

す

る

。
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会
員
向
け
の
研
修
会

ー
l
協
会
と
し
て
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
。

協
会
と
し
て
は
、
会
員
の

不
動
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

技
能
を
高
め
る
こ
と
を
基
本

に
し
な
が
ら
も
、
会
員
の
研

究
に
対
す
る
積
極
性
や
事
誕

参
加
意
欲
な
ど
を
需
?
作
υる

さ
つ
に
し
て
お
り
、
会
員
に

対
レ
て
そ
の
よ
う
な
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

「場
」
を
提
供
し
て
い
き
た


